
元「しらせ」乗員川崎地区募集相談員会会長・小川氏「防衛大臣感謝状」受賞
護
衛
艦
「
は
る
ゆ
き
」
そ
の
後
、
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
乗
員
と
し
て
第
３
１
次
南
極
地
域
観
測
協
力
行
動
に
参

小
川
会
長
は
、
昭
和
６
３
年
横
須
賀
教
育
隊
（
第
２
６
１
期
）
に
入
隊
し
、
第
１
護
衛
隊
群
第
４
３
護
衛
隊

自
衛
官
募
集
功
労
に
よ
り
「
平
成
２
９
年
度
防
衛
大
臣
感
謝
状
」
を
受
賞
さ
れ
た
。

加
し
た
。
家
業
を
継
ぐ
た
め
、
任
期
満
了
で
退
職
し
た
が
、
平
成
９
年
に
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
委
嘱
さ

出
張
所
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
募
集
広
報
活
動
を
主
動
的
に
支
援
し
、
昨
年
１
０
月
に
実
施
さ
れ
た
「
第
４
４
回

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

表
彰
に
続
く
５
度
目
の
感
謝
状
受
賞
。
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

小
川
会
長
は
「
川
崎
市
は
長
く
革
新
市
政
が
続
き
、
自
分
が
現
職
の
頃
は
自
衛
隊
を
受
け
入
れ
て
貰
え
る
状

川
崎
出
張
所
は
、
小
川
会
長
は
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
と
話
し
「
基
地
や
駐
屯
地
の
な
い
川
崎
地
区
に
お
い

も
に
、
今
後
も
海
上
自
衛
官
と
し
て
の
経
験
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
募
集
広
報
活
動
の
指
導
を
お
願

れ
て
か
ら
は
、
地
域
住
民
や
企
業
、
団
体
等
に
対
し
て
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
。
特
に
、
川
崎

川
崎
み
な
と
祭
り
」
で
は
、
関
係
各
所
を
奔
走
し
川
崎
港
に
初
め
て
と
な
る
護
衛
艦
入
港
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、

自
ら
の
海
上
自
衛
隊
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
講
演
を
行
う
な
ど
自
衛
官
の
募
集
広
報
と
防
衛
基
盤
の
育
成

今
回
は
、
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
長
表
彰
、
横
須
賀
地
方
総
監
表
彰
、
東
部
方
面
総
監
表
彰
、
海
上
幕
僚
長

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
、
受
賞
者
席
の
小
川
会
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

上
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

う
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
期
に
負
け
な
い
よ
う
隊
員
の
募
集
・
自
衛
隊
の
認
知
度
の
向

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
川
崎
市
は
自
衛
隊
と
積
極
的
に
係
る
姿
勢
へ
と
変
わ
り
、
市

て
自
衛
隊
の
認
知
度
向
上
と
募
集
に
貢
献
し
て
頂
い
て
い
る
小
川
会
長
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
感
謝
す
る
と
と

い
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ
て
来
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
同
期
が
現
在
も
国
防
と
い

砕氷艦「しらせ」乗員時の小川氏

小野寺防衛大臣から表彰を受ける
相談員小川祐司氏（右）

小野寺防衛大臣と
受賞した小川氏 ( 左 )

空自三沢基地より臨時勤務中の女性自衛官との懇談で入隊へ前向きに
者
の
不
安
を
解
消
し
、
入
隊
意
欲
を
向
上
さ

（
水
）
当
事
務
所
内
に
て
受
験
・
入
隊
予
定

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
川
崎
地
区
自
衛
官
募
集
相
談
員
会
会
長
・
小
川　

祐
司
（
お
が
わ　

ゆ
う
じ
）
氏
は
、

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所

（
所
長　

岡
山
１
海
尉
）
は
、
１
月
２
４
日

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
神
奈
川
地
本
募

談
会
を
実
施
し
、
大
学
４
年
の
女
子
学
生
３

務
中
の
野
田　

沙
智
子
士
長
は
、
入
隊
３
年

れ
る
無
線
機
の
保
守
整
備
を
行
う
地
上
無
線

明
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
市
街
地
で
の
募
集
広
報

や
女
性
隊
員
は
ど
の
よ
う
な
人
が
多
い
の
か
、

し
、
野
田
士
長
は
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。
ま

ら
え
た
時
は
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
良
か

っ
た
と
嬉
し
く
な
る
事
な
ど
を
聞
い
た
空
自

集
課
に
臨
時
勤
務
中
の
女
性
自
衛
官
と
の
懇

名
が
参
加
し
た
。

空
自
三
沢
基
地
三
沢
管
制
隊
よ
り
臨
時
勤

目
で
管
制
官
と
航
空
機
乗
員
の
交
信
に
使
わ

整
備
員
を
務
め
る
。
神
奈
川
地
本
で
は
、
説

名
は
、
入
隊
し
て
す
ぐ
の
教
育
訓
練
の
内
容

受
験
予
定
の
１
名
と
今
春
入
隊
予
定
の
２

の
他
、
入
隊
試
験
や
募
集
対
象
者
向
け
イ
ベ

ま
た
休
暇
の
過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
質
問

た
、
管
制
官
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
も

ン
ト
の
企
画
業
務
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

神奈川地に臨時勤務中の野田士長募集広報業務にあたる野田士長 女性自衛官（中央）との懇談の様子

趣
味
や
恋
愛
な
ど
の
話
題
も
上
が
り
、
懇
談

と
話
し
、
話
が
進
む
に
つ
れ
て
緊
張
も
解
け
、

入
隊
予
定
者
は
「
こ
れ
か
ら
自
衛
隊
で
仕
事

を
す
る
実
感
が
持
て
ま
し
た
。
楽
し
み
で
す
」

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
参
加
者

い
て
、
今
の
生
活
が
充
実
し
て
い
る
の
が
分

野
田
士
長
は
「
入
隊
予
定
者
と
話
す
の
は
、

入
隊
す
る
ま
で
は
、
相
談
で
き
る
人
も
お
ら

た
か
ら
に
は
、
受
験
・
入
隊
予
定
者
だ
け
で

隊
は
女
性
が
活
躍
で
き
る
組
織
で
あ
る
こ
と

は
「
女
性
自
衛
官
の
方
が
生
き
生
き
と
し
て

か
り
ま
す
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
、
入
隊
へ

向
け
て
よ
り
意
欲
が
湧
い
た
様
子
だ
っ
た
。

と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
自
分
も

ず
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
機
会
を
頂
い

者
が
不
安
な
く
入
隊
で
き
る
よ
う
に
、
自
衛

厚
木
募
集
案
内
所
は
「
女
性
の
入
隊
予
定

な
く
、
地
本
の
力
と
な
る
よ
う
様
々
な
事
に

を
様
々
な
か
た
ち
で
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

し
て
い
る
。


